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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年11月30日）における我が国の経済は、政府による経済政

策および日銀による金融緩和等により円安・株高が進み、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

 当社グループのお客様である外食・中食産業におきましては、高価格帯メニューを中心として一部に持ち直しの兆

しが見られますが、消費者の節約志向は根強く、円安による原材料価格の上昇等もあって厳しい経営環境が続いてお

ります。 

 このような状況の中、当社グループにおきましては将来に渡る安定拡大を目指し、自社製品をベースとした売上増

大を経営の最重要課題として、各種の販促活動に取り組んでまいりました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は320億66百万円（前年同期比3.7％増）、営業利益は31億65百万

円（同3.2％増）、経常利益は33億83百万円（同2.7％増）、四半期純利益は19億33百万円（同7.3％増）となりまし

た。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①厨房部門「業務用厨房機器製造販売業」 

 主たる事業である厨房部門においては、業界トップクラスのバリエーションを持つ自社製品をベースに、全国の

あらゆる業種業態のお客様に対して、日々の提案営業や販促キャンペーンを中心とした営業活動を展開してまいり

ました。販促キャンペーンについては、直販は全国100万軒の一般飲食店を対象に、ルート販は全国の販売店を対

象として、内容を充実させて実施いたしました。また、お客様満足度の向上を目的とした無料点検活動や保守契約

等メンテナンスサービス体制の強化についても継続して取り組みました。 

 以上の結果、販売強化先である集団給食分野での大型受注や、当社の得意分野として外食チェーンの出店を取り

込むことができたこと等により、売上高は300億57百万円（前年同期比6.2％増）となりました。営業利益は将来の

拡大のため人員を増強したこと等により、34億26百万円（同5.4％増）に留まりました。 

 ②ベーカリー部門「ベーカリー機器製造販売業」 

 ベーカリー部門では、販路拡大のため、製パンメーカー以外の各種食品メーカーへも営業活動を進めてまいりま

したが、前年同期に国内外で大型受注があったことの反動等から、売上高は15億96百万円（前年同期比28.1％減）

となりました。利益については売上が当初計画に対し未達であったこと等により、営業損失11百万円（前年同期は

営業利益30百万円）となりました。 

 ③ビル賃貸部門「ビル賃貸業」 

 現在５物件を有する土地と資金の有効活用を目的としたビル賃貸部門の業績は計画通り推移し、売上高は４億42

百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は２億87百万円（同6.8％増）となりました。   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末に比べ19億29百万円増加の391億29百万円となり

ました。 

 資産の部は、流動資産において現金及び預金の増加および売上高の増加に伴った受取手形及び売掛金の増加等によ

り14億40百万円増加し、固定資産は株価の上昇に伴う投資有価証券の評価額の増加等により４億89百万円増加しまし

た。 

 負債の部は、法人税等の予定納税額の増加に伴い未払法人税等が減少した一方で、売上高の増加に伴い仕入高が増

加したことによる支払手形及び買掛金の増加等により、前連結会計年度末に比べ85百万円増加の157億61百万円とな

りました。 

 純資産の部は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したこと等で、前連結会計年度末に比べ18億44百万円

増加し233億68百万円となりました。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成26年２月期の連結業績予想につきましては、平成25年４月８日付公表の「平成25年２月期 決算短信」に記

載の業績予想から変更はありません。   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,056,062 10,817,384

受取手形及び売掛金 7,597,765 8,209,040

商品及び製品 2,044,983 2,142,044

仕掛品 311,264 263,308

原材料及び貯蔵品 784,645 802,673

その他 495,322 495,739

貸倒引当金 △4,517 △4,474

流動資産合計 21,285,527 22,725,715

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,501,652 14,770,779

減価償却累計額 △8,028,274 △8,303,607

建物及び構築物（純額） 6,473,378 6,467,171

土地 6,839,741 6,839,741

建設仮勘定 91,805 168,825

その他 6,377,096 6,566,192

減価償却累計額 △5,322,793 △5,430,102

その他（純額） 1,054,302 1,136,089

有形固定資産合計 14,459,227 14,611,828

無形固定資産 42,602 45,117

投資その他の資産 1,412,474 1,747,055

固定資産合計 15,914,304 16,404,001

資産合計 37,199,831 39,129,717
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,176,510 8,821,343

短期借入金 2,100,000 1,800,000

未払法人税等 1,170,192 507,868

賞与引当金 595,000 288,000

役員賞与引当金 44,632 33,474

その他 1,519,991 2,041,183

流動負債合計 13,606,326 13,491,868

固定負債   

退職給付引当金 1,280,500 1,349,788

役員退職慰労引当金 195,000 223,415

その他 594,784 696,638

固定負債合計 2,070,285 2,269,842

負債合計 15,676,611 15,761,710

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,164,950 3,164,950

資本剰余金 2,494,610 2,494,610

利益剰余金 20,801,536 22,380,653

自己株式 △596,073 △596,870

株主資本合計 25,865,023 27,443,343

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 242,724 509,190

土地再評価差額金 △4,584,527 △4,584,527

その他の包括利益累計額合計 △4,341,802 △4,075,336

純資産合計 21,523,220 23,368,006

負債純資産合計 37,199,831 39,129,717
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年11月30日) 

売上高 30,914,923 32,066,731

売上原価 21,267,939 21,968,190

売上総利益 9,646,984 10,098,541

販売費及び一般管理費 6,581,167 6,933,455

営業利益 3,065,816 3,165,085

営業外収益   

受取利息 6,270 6,643

固定資産賃貸料 21,085 20,849

仕入割引 87,146 85,246

作業くず売却収入 71,496 82,977

その他 53,442 36,170

営業外収益合計 239,441 231,887

営業外費用   

支払利息 10,149 8,137

売上割引 1,684 5,348

その他 48 27

営業外費用合計 11,882 13,513

経常利益 3,293,376 3,383,460

特別利益   

固定資産売却益 6,162 7,922

特別利益合計 6,162 7,922

特別損失   

固定資産売却損 － 11

固定資産除却損 26,469 554

特別損失合計 26,469 565

税金等調整前四半期純利益 3,273,069 3,390,817

法人税、住民税及び事業税 1,389,468 1,370,029

法人税等調整額 80,854 86,885

法人税等合計 1,470,322 1,456,914

少数株主損益調整前四半期純利益 1,802,747 1,933,902

四半期純利益 1,802,747 1,933,902
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,802,747 1,933,902

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17,290 266,465

その他の包括利益合計 △17,290 266,465

四半期包括利益 1,785,456 2,200,368

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,785,456 2,200,368

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

  （セグメント情報）  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                             (単位:千円) 

  （注）１．セグメント利益の調整額△483,130千円には、セグメント間取引消去90,000千円および各報告セグメント

に配分していない全社費用△573,130千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容については、報

告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                             (単位:千円) 

  （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△536,750千円には、セグメント間取引消去90,000千円および各

報告セグメントに配分していない全社費用△626,750千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容

については、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

     ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 （注）２業務用厨房機

器製造販売業 
ベーカリー機
器製造販売業

ビル賃貸業 計

売上高             

外部顧客への売上高  28,297,935  2,189,205  427,782  30,914,923  －  30,914,923

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  30,616  －  30,616  △30,616  －

計  28,297,935  2,219,821  427,782  30,945,539  △30,616  30,914,923

セグメント利益  3,249,126  30,708  269,111  3,548,946  △483,130  3,065,816

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 （注）２業務用厨房機

器製造販売業 
ベーカリー機
器製造販売業

ビル賃貸業 計

売上高             

外部顧客への売上高  30,057,395  1,566,891  442,445  32,066,731  －  32,066,731

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  29,284  －  29,284  △29,284  －

計  30,057,395  1,596,176  442,445  32,096,016  △29,284  32,066,731

セグメント利益又は損失

（△） 
 3,426,142  △11,796  287,490  3,701,835  △536,750  3,165,085
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